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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
村
上
春
樹 

 

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
一
月
十
二
日
〜
。
小
説
家
・
米
文
学
翻
訳

家
。
京
都
府
京
都
市
伏
見
に
生
ま
れ
る
。
両
親
は
国
語
教
師
で
あ
っ
た
。
昭

和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
に
兵
庫
県
芦
屋
市
に
転
居
、
芦
屋
市
立
精
道
中

学
校
時
代
に
世
界
文
学
全
集
に
親
し
み
、
ジ
ャ
ズ
音
楽
に
傾
倒
す
る
。
三
十

九
（
一
九
六
四
）
年
兵
庫
県
立
神
戸
高
等
学
校
へ
入
学
。
新
聞
部
に
入
部
し

編
集
長
を
務
め
た
。
こ
の
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
の
現
代
小
説
を
原
文
で
読
み
始
め

る
。
な
か
で
も
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
、
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

な
ど
を
耽
読
し
た
。
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
演

劇
学
科
入
学
。
上
京
し
、
文
京
区
内
の
大
規
模
な
個
人
経
営
の
男
子
学
生
寮

（
和
敬
塾
）
へ
入
っ
た
。
大
学
は
学
園
紛
争
の
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
学
生
運

動
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
映
画
と
ジ
ャ
ズ
に
明
け
暮
れ
る

学
生
生
活
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
体
験
は
長
編
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」（
昭

六
十
二
）
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
妻
で
あ
る
陽
子

夫
人
と
学
生
結
婚
し
、
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
に
は
在
学
中
で
あ
り
な
が

ら
国
分
寺
に
ジ
ャ
ズ
喫
茶
「
ピ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
ト
」
を
開
店
し
、
経
営
す

る
。
五
十
（
一
九
七
五
）
年
卒
業
論
文
「
ア
メ
リ
カ
映
画
に
お
け
る
旅
の
思

想
」
を
書
き
七
年
間
在
籍
し
た
大
学
を
卒
業
し
た
。「
風
の
歌
を
聴
け
」（
昭

五
十
四
）
で
第
二
十
二
回
群
像
新
人
文
学
賞
受
賞
。
五
十
六
（
一
九
八
一
）

年
に
は
、
作
家
と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、
ジ
ャ
ズ
喫
茶
を
廃

業
し
た
。
以
後
、
意
欲
的
に
作
品
を
発
表
し
て
い
く
が
、
執
筆
に
集
中
す
る

た
め
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
日
本
を
出
て
、
ギ
リ
シ
ャ
と
イ
タ
リ
ア
に

住
む
。
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
が
刊
行
さ
れ
大
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
村
上
春
樹
ブ
ー
ム
が
起
き
る
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
客
員
研
究
員
と
し
て
招
聘

さ
れ
渡
米
す
る
（
七
年
帰
国
）。
九
（
一
九
九
七
）
年
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の

被
害
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
」、
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

連
作
集
「
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
」
を
刊
行
す
る
。
日
本
国
外
で
も

評
価
が
高
く
、
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
を
受
賞
し
、

二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
よ
り
名
誉
学
位
（
文
学
博
士

号
）
を
授
与
さ
れ
る
。
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
エ
ル
サ
レ
ム
で
行
わ
れ
た

授
賞
式
に
出
席
し
、
ガ
ザ
侵
攻
を
批
判
し
た
記
念
講
演
を
行
う
。
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の
作
品
を
翻
訳
し
、
随
筆
、
紀
行
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
等
も
数
多
く
刊
行
し
て
い
る
。
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年

早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
開
館
し
た
。 

文
学
活
動 

 

主
要
な
小
説
と
し
て
は
、「
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
」
（
昭
五
十
七
）
野
間
文
芸

新
人
賞
受
賞
、
「
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

（
昭
六
十
）
谷
崎
潤
一
郎
賞
受
賞
、「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」（
昭
六
十
二
）
、「
ダ

ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
」（
昭
六
十
三
）
、「
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
１

～
３
（
平
八
～
九
）
読
売
文
学
賞
、「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
」（
平
成
十
一
）
、

「
海
辺
の
カ
フ
カ
」（
平
十
四
）
、「
１
Ｑ
８
４
」
１
〜
３
（
平
二
十
一
〜
二
）
、

「
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
」（
平
二
十
五
）
、「
騎

士
団
長
殺
し
」
（
平
二
十
九
）
な
ど
が
あ
る
。 

 
レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
な
ど
翻
訳
も
精
力
的
に
行
い
、
主
要
な
も
の

と
し
て
、
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
」（
平
十
五
）、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
「
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」
（
平
十
八
）、
カ
ポ
ー
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テ
ィ
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」（
平
二
十
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
紀
行
、

エ
ッ
セ
イ
、
写
真
集
、
絵
本
、
対
談
集
な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

村
上
春
樹
の
世
界
は
、
小
説
ば
か
り
で
な
く
、
翻
訳
、
紀
行
、
エ
ッ
セ
イ
、

写
真
集
、
絵
本
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
渡
り
、
か
つ
ま
た
、
初
期
小
説
で

特
徴
的
な
固
有
名
詞
の
多
さ
、
特
に
音
楽
、
映
画
を
は
じ
め
と
し
て
登
場
人

物
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
至
る
ま
で
か
な
り
な
複
雑
さ
を
見
せ
る
。
し
か
し
、

一
見
す
る
と
多
彩
な
姿
を
見
せ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
実
、
現
代
作
家
と

し
て
は
め
ず
ら
し
く
愚
直
な
物
書
き
と
い
う
印
象
も
捨
て
き
れ
ず
、
一
昔
前

の
「
文
士
」
と
言
わ
れ
た
作
家
た
ち
の
姿
勢
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。 

 

村
上
春
樹
を
解
く
カ
ギ
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
ド
ラ
イ
な
人
間
関
係

を
ク
ー
ル
に
生
き
る
登
場
人
物
の
ス
タ
イ
ル
と
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
恋
愛

に
悩
み
、
人
間
に
苦
悩
す
る
登
場
人
物
の
共
存
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
対
照
的
な
人
物
関
係
を
基
底
に
し
な
が
ら
、
小
説
作
品
は
一
貫
し
て
、
他

者
と
の
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
在
を
め
ぐ
っ
て
強
い
イ
メ
ー
ジ

を
打
ち
出
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
の
カ
ギ
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
求
と
言
え
よ
う
。 

 

第
二
の
カ
ギ
は
、
パ
ラ
レ
ル
な
視
点
を
小
説
内
に
設
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
特
権
的
な
視
点
を
消
し
去
ろ
う
と
す
る
傾
向
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
そ
れ

が
最
も
先
鋭
的
な
か
た
ち
で
提
出
さ
れ
た
の
は
、「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ

イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
で
、
主
人
公
の
異
な
る
小
説
が
、
一
章
ご
と

に
交
代
に
進
行
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
な
ど
で
も
同

様
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数

形
で
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
視
点
が
登
場
す
る
「
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
」（
平
十
六
）

な
ど
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
カ
ギ
と
ま
で
言
え
な
い
が
、
村
上
作
品
に
は
多
く
の
固
有
名
詞
が

氾
濫
す
る
。
特
に
音
楽
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
ズ
に
限
ら
ず
一
九
五
〇
年
代
〜

七
〇
年
代
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
ロ
ッ
ク
も
含
め
て
、
執
拗
な
ほ
ど
多

用
し
て
い
る
。
執
拗
に
反
復
さ
れ
る
曲
な
ど
は
あ
ら
た
め
て
読
者
と
し
て
も

音
源
を
聞
い
て
み
て
な
に
か
納
得
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
村
上
春
樹

作
品
の
音
楽
使
用
に
関
し
て
は
一
考
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
小
説
内

に
飲
食
す
る
シ
ー
ン
が
よ
く
出
て
く
る
の
も
特
徴
的
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の

年
代
層
の
青
春
時
代
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
強

い
。 

 

文
章
の
特
徴
と
し
て
、
か
な
り
即
物
的
な
面
が
強
く
、
非
常
に
視
覚
的
な

印
象
が
あ
る
。
あ
る
シ
ー
ン
が
先
行
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
し
、
そ
の
フ
レ

ー
ム
に
沿
っ
て
言
葉
が
当
て
は
め
ら
れ
て
い
く
と
い
っ
た
感
じ
を
持
つ
こ
と

が
多
い
。
確
か
に
比
喩
表
現
も
多
用
さ
れ
る
が
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
が
映
像
的
に
進
行
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
こ
の
辺
に
多
く
の
読
者
を
得
て
い
る
秘
密
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
わ

ば
映
画
を
観
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
小
説
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
テ
ー
マ
は
か
な
り
難
解
で
あ
り
、
単
純
な
物
語
の
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で

き
る
一
方
で
、
多
く
の
問
題
を
読
者
へ
投
げ
か
け
て
い
る
作
品
が
多
い
。 
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出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
本
文
は
「
村
上
春
樹
全
作
品
」
１
（
講
談
社 

平
成
十
四
）
に
よ
っ
た
。

初
出
は
原
題Losing Blue

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
モ
ン
ド
紙
（
一
九
九

二
年
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
次

の
通
り
改
め
た
。 

〇
「
青
が
消
え
る
（Losing Blue
）」→

「
青
が
消
え
る
」（
原
文
Ｐ
二
七
五
、

教
科
書
Ｐ
二
七
四
）
〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

〇
会
話
文
の
最
後
の
句
点
は
、
原
文
ど
お
り
省
略
」（
全
体
）
〔
著
者
の
希
望

に
よ
る
〕 

〇
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」→

「
Ｎ
社
」（
原
文
Ｐ
二
八
一
・
13
、
教
科
書
Ｐ
二
四
〇
・
７
）

〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

「
村
上
春
樹
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
加
藤
典
洋 

 
 
 

荒
地
出
版
社 

平
八 

＊
代
表
的
な
長
編
小
説
の
作
品
案
内
や
解
説
な
ど
。 

「
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
05
」
栗
坪
良
樹
・
柘
植
光
彦
編 

 

若
草
書
房 

平
十
一 

＊
作
品
論
や
作
家
論
だ
け
で
な
く
、
作
者
の
年
譜
や
文
献
総
覧
が
充

実
し
て
い
る
。 

「
村
上
春
樹
作
品
研
究
事
典
」
村
上
春
樹
研
究
会
編 

 

鼎
書
店 

平
十
三 

＊
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
全
作
品
の
解
説
や
読
み
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が

示
し
て
あ
る
。 
 

＊
生
徒
用 

「
風
の
歌
を
聴
け
」
村
上
春
樹 

 
 
 
 

 
 
 
 

講
談
社 

昭
五
十
七 

＊
小
説
家
で
あ
る
ら
し
い
「
僕
」
が
二
十
代
最
後
の
年
を
迎
え
て
「
自

己
療
養
へ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
」
と
し
て
自
ら
の
青
春
時
代
を
語

ろ
う
と
し
て
始
ま
る
話
。
大
学
の
夏
休
み
中
に
港
町
に
帰
省
し
た

「
僕
」
は
「
鼠
」
と
呼
ぶ
友
人
と
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
は
語
り
合
う
。

そ
し
て
、
自
ら
こ
れ
ま
で
に
関
係
し
た
三
人
の
女
の
子
の
話
を
語

っ
て
い
く
。
恋
愛
・
性
・
友
人
・
社
会
と
の
関
係
と
自
分
の
生
き

方
へ
の
不
安
と
自
信
、
あ
る
い
は
諦
め
の
よ
う
な
姿
勢
な
ど
が
交

錯
し
た
青
春
を
ク
ー
ル
に
描
き
出
す
。 

「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
上
・
下 

村
上
春
樹 

 
 
 
 
 

講
談
社 

平
三 

＊
神
戸
で
の
高
校
時
代
、
「
僕
」
（
ワ
タ
ナ
ベ
ト
オ
ル
）
と
、
親
友
キ

ズ
キ
と
そ
の
恋
人
直
子
の
三
人
は
常
に
い
っ
し
ょ
に
行
動
し
て
い

た
が
、
大
学
進
学
目
前
に
キ
ズ
キ
は
自
殺
し
た
。「
僕
」
は
直
子
を

残
し
た
ま
ま
東
京
の
大
学
へ
進
学
し
、
あ
る
私
設
の
学
生
寮
で
暮

ら
し
始
め
る
。
寮
生
活
で
知
り
合
っ
た
年
上
の
永
沢
さ
ん
は
東
大

生
で
外
交
官
を
目
指
す
エ
リ
ー
ト
だ
が
、
彼
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
ガ

ー
ル
ハ
ン
ト
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
「
僕
」

の
前
に
、
東
京
の
女
子
大
に
進
学
し
て
い
た
直
子
が
、
心
の
病
を

抱
え
た
ま
ま
現
れ
る
。
そ
の
後
、
直
子
は
関
西
の
山
奥
に
あ
る
療

養
施
設
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、「
僕
」
は
大
学
で
知
っ
た
緑
と
も

付
き
合
い
つ
つ
直
子
と
の
関
係
も
続
け
て
い
く
。
死
を
意
識
し
た
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ま
ま
生
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
る
「
僕
」
の
葛
藤
と
、
恋
愛
に
関
わ

る
苦
悩
を
描
き
、
小
説
家
村
上
春
樹
を
強
く
印
象
づ
け
た
長
編
小

説
で
あ
る
。 

「
や
が
て
哀
し
き
外
国
語
」
村
上
春
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
談
社 

平
六 

＊
「
青
が
消
え
る
」執
筆
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
動
や
、「
よ
そ
者
」

と
し
て
外
国
で
暮
ら
す
自
己
や
言
語
に
つ
い
て
述
べ
た
エ
ッ
セ
ー
。 

「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
」 

Ｊ
・
Ｄ
・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
、
村
上
春
樹
訳 

 
 
 
 

白
水
社 

平
十
五 

＊
主
人
公
の
ホ
ー
ル
デ
ン
・
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
口
語
的
な

一
人
称
の
語
り
が
特
徴
。
大
人
や
社
会
の
欺
瞞
や
建
前
を
「
イ
ン

チ
キ
」
と
し
て
拒
否
す
る
青
春
小
説
の
古
典
的
名
作
。 

「
一
九
八
四
年
」
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
、
高
橋
和
久
訳 

 
 

早
川
書
房 

平
二
十
一 

＊
一
九
四
九
年
に
発
表
さ
れ
た
近
未
来
Ｓ
Ｆ
小
説
。
一
九
八
四
年
、

人
々
は
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
独
裁
者
に
支
配
さ
れ
、

息
苦
し
い
管
理
社
会
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
全
体
主
義
国
家
に

よ
っ
て
分
割
統
治
さ
れ
た
世
界
の
恐
怖
を
描
い
て
い
る
。 

 


